


●ごあいさつ
畿央大学開学５年を迎え、このたび更なる深
い目的を有する研究所を設置することになり
ました。私達人間に与えられた生命の深遠な
る尊さに対する探求心、そして畏敬の念を有
しつつ、更に学際的な視野に基づき原理現象
を研究実践する機会が必要とされております。
既に基礎的な学問を有する人達において尚高
邁な人格形成と専門的な研究力量の向上を充
分重ねて頂き、広範におよび社会の貢献者と
なって活躍して頂くことを期待しております。
それはもとより本学園の建学の精神である
「知をみがく」ことに他ならないのであります。
今後の成果を期待して止みません。

畿央大学とは
心豊かに長生きしたい。子どもたちが健やかにのび
のびと成長して欲しい。誰しもが願う幸せな未来を
実現するために、「健康」と「教育」の分野で活躍する
専門的能力と、豊かな人間性を持った人材を養成し
たい。そのような理想を持って、畿央大学は平成１５
年４月、大阪に間近い奈良県真美が丘ニュータウン
の中心に設立されました。健康科学部では人の健康を保健医療・食
物栄養・生活環境分野という３つの側面から総合的にとらえて、よ
りよい暮らしの質（QＯL）を追究しようとしています。平成１８年４月
には教育学部を開設し、現代の教育課題の解決に「心理学」「地域教
育」「教育情報化」の観点から取り組もうとしています。１９年４月には
大学院修士課程健康科学研究科と「健康科学研究所」を同時に立ち上
げ、健康科学に関する教育研究の拠点として発展をめざしています。
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学　長

冬木 智子

健康科学研究所では学内ならびに学外の産・官・学・民の諸機関との連
携を図り、健康に関する学術および技術開発の研究を進めていきたいと
考えています。将来、研究所が在学生の「知をみがく」うえで役割を果
たし、卒業生の学びや研究のニーズに応え、さらに受験生にとって魅力
とあこがれを持ってもらえるような存在になること、それが目標です。

研究所長

森　友彦
健康科学部教授

（京都大学名誉教授
元京都大学食糧科学研究所所長）

● 研究活動の分野

本学は「健康」をテーマに運動・栄養・環境・発達のさ
まざまな分野において日々研究に取り組んでいます。人
間の健康は研究分野ごとの断片の集まりとして成り立っ
ているわけではありません。各器官・各機能の複雑な協
調の中で人間の健康は維持されているのです。したがっ
て、健康に関する研究も各分野の成果を統合した視点か
らのアプローチが必要です。本学の規模は決して大きい
とは言えませんが、健康に関しては多彩な研究陣がそ
ろっており、社会のニーズに合ったシーズが提供できま
す。研究所はそのためのコーディネーターであり、同時
にプロジェクトの推進役として機能します。
本研究所の主な研究分野は次の通りです。

● 研究所の目的と課題

研究所は、学内外の諸機関との連携を図り、健康に関する学際的、
総合的な研究を推進します。本学の学術研究水準の向上と地域にお
ける健康づくりから、国際的視野に立った健康で心豊かな社会の実
現に貢献することを目的として、次の課題に取り組みます。
（１）研究活動基盤の整備と充実 
（２）研究ネットワークの形成と促進 
（３）フロンティア研究・事業創生の推進と支援 
（４）その他研究所の目的を達成するために必要な課題 

● 研究所の事業

（１）プロジェクト研究等を中心とする研究・調査活動 
（２）学内研究者・研究グループと地域・企業・団体との間の交流

および共同事業に関するコーディネート 
（３）学外機関からの受託研究、学外機関との共同研究、その他学

外からの委託による研究・調査・翻訳等 
（４）研究会、講演会、公開講座等の開催 
（５）研究成果の公表および刊行 
（６）図書・資料等の収集および管理 
（７）その他研究所の目的・課題を達成するために必要な業務 

 「健康」をキーワードに、
 開かれた研究拠点をめざします。

発達科学分野総合栄養科学分野

リハビリテーション・
運動科学分野

人間環境科学分野





研究の方向性及び研究テーマ例　氏　名　

煙網膜における光受容と視覚情報処理、網膜の神経回路金子　章道

煙運動負荷時の骨格筋酸素動態に関する研究
煙運動負荷および呼吸筋負荷による呼吸困難感の感度に関す
る研究

煙胸腹部術後の肺機能，喀痰排出能力に関する研究

田平　一行

煙骨・関節疾患の理学療法
煙福祉用具（自助具、用具の研究・開発など）

今井　　至

煙横隔膜のトレーナビリティ
煙成長による行動変化と骨格筋の変化
煙理学療法教育に関する研究

今北　英高

煙脳卒中患者に対する運動イメージの有用性に関する研究
煙地域高齢者の転倒と自己身体能力認識誤差との関連性に関
する研究

煙小型加速度センサを用いた脳卒中患者の歩行分析に関する
研究

煙リハビリテーション病院における院内転倒予防に関する研
究

高取　克彦

煙脳損傷患者に対する運動治療効果の検討（Ｍｉｒｒｏｒ Ｔｈｅｒａｐｙ，
Ａｃｔｉｏｎ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ，Ｍｏｔｏｒ Ｉｍａｇｅｒｙ）およ
びｆＮＩＲＳによる神経学生理学的治療メカニズム解明

煙他者理解とコミュニケーションに関する研究（ｎｏｎ－ｖｅｒｂ
ａｌ ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ，Ｔｈｅｏｒｙ ｏｆ Ｍｉｎｄ）およびｆＮＩＲＳによ
る脳神経基盤の解明

煙Ｅｖｉｄｅｎｃｅ－ｂａｓｅｄ Ｓｔｒｏｋｅ Ｒｅｈａｂｉｌｉｔａｔｉｏｎ推進のための
情報整備と公開

煙嚥下障害患者に対する電気刺激治療効果の検討

松尾　　篤

煙義足歩行分析
煙ＡＣＬ損傷者のジャンプ動作・歩行分析・外乱動揺に対する
反応

煙変形性膝関節症者に対する装具とトレーニング
煙スポーツ外傷・障害予防のための装具とトレーニング
煙加速度計を用いた動作分析機器の開発

福本　貴彦

煙顎関節症の理学療法に関する研究
煙咬合と栄養状態に関する研究
煙咬合と転倒に関する研究
煙仙腸関節の安定性と胸腰筋膜の作用に関する研究
煙産前産後の腰痛に関する研究

瓜谷　大輔

煙認知課題が姿勢制御および歩行動作に及ぼす影響に関する
研究

煙二重課題法を用いたバランス訓練および動作訓練効果に関
する研究

煙立位姿勢および歩行動作における制御能力に関する研究
煙包括的介護予防プログラム開発に関する研究

冷水　　誠

煙Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ Ｒｅａｃｈ Ｔｅｓｔと日常生活動作，生活関連動作と
の関係

煙高齢者の運動と健康
煙痛みのメカニズムについて

前岡　　浩

煙脊髄損傷者の身体認識特性について
煙車いすＷｈｅｅｌｉｅ（ウィリー）の研究
煙福祉用具研究

丸尾　朝之

煙スポーツ外傷・障害と痛みの心理
煙青年期後期のアスリート心性
煙スポーツカウンセリング

辰巳　智則

煙子どものボールゲーム指導のプログラムテキスト開発
煙子どもの球技指導の実践的指導者養成システムの確立

樋口　稔乃

煙笑いの注意集中効果の検討
煙競技力向上のためのメンタルトレーニング
煙高齢者への運動支援とその心理的効果の検討

東山　明子

肺胞上皮を構成する重要な細胞である肺胞ＩＩ型細胞の初代培
養系を用いて呼吸器の基礎医学分野における研究ならびに呼
吸器疾患の予防および治療に応用する。
煙環境汚染物質誘導による呼吸器障害の細胞生物学的解析
煙加齢による人体器官の元素組成変化の解析
煙健康に関与する機能の研究

高野　康夫

畿央大学では健康と教育という、ひとの暮らしにとって最も重要な分野の研究を続けています。専任教員が現在取り組んでいる
テーマは以下の通りです。このテーマ以外の内容でも、ご相談に応じて研究者をコーディネイトしてお応えすることが可能です。

各世代における骨量を調査し、骨量変化の横断的・縦断的研
究を行う。また、運動の介入による骨密度の変化をみるとと
もに、骨粗鬆症罹患者の生活状況（習慣）を調査する。
煙骨量減少モデル動物を用いた運動介入による骨特性の変化
の研究

煙骨量減少を引き起こす様々な原因に特徴的な骨微細構造の
変化の研究

峯松　　亮

煙美味しさのメカニズム解明
煙テクスチャー（食品の物性、食感）の客観的評価法の開発
煙テクスチャー・マッピング法による食感の数値化データ収
集のフィールドワーク

森　　友彦

煙主にクロマトグラフィーを用いた、食品中の有益・有害物
質に関する分析方法の開発

煙栄養成分の効果が期待できる食品とはどのようなものかの
検討

北田　善三

おいしくて体に良い食べ物のために、調理法や食品の成分に
ついて検討している。
煙水の硬度と調理性
煙米の炊飯特性
煙食品中の微量成分（機能性成分や有害成分）の測定

岩城　啓子

食品に含まれる機能性成分の化学構造解析および機能性評価
に関する研究
煙吉野葛晒し液に含まれる成分の化学構造解析およびエスト
ロゲン様活性の評価

煙広陵町特産ナス「やまと小町」に含まれる成分の化学構造
解析および抗変異原性の評価

栢野　新市

煙高齢者の生活の質（ＱＯＬ）を保つための食の在り方を検討
煙運動機能の回復に影響を及ぼす栄養の効果
煙子供の心と体を育てる食環境はどうあるべきかを研究

南　　　幸

煙食事摂取基準の適切な利用方法および利用実態
煙食・栄養調査理論　管理栄養士および被養成者に対する効
果的な統計学教育の内容と方法

煙食情報システムの利用実態
煙非接触的・非侵襲的方法による体組成の測定

岡崎　　眞

煙在宅高齢者への食支援
煙運動機能の向上に影響を及ぼす栄養の効果
煙豆乳の血中コレステロール低下作用の介入実験

浅野　恭代

煙若年女性の食生活や生活習慣が、身体状況、体力、栄養素
摂取状況に与える影響について

煙若年者の食生活についてより健康的なものに変容するため
の教育の検討

煙小児期における食生活の把握や食教育についての有効な媒
体や方法の検討

煙血清中の脂肪酸組成と疾病について、また、食生活との関
連の研究

青木　洋子

煙糖尿病性腎症の初期の段階で食い止めるための食事療法
煙糖尿病食から腎不全食さらに透析食へ移行する時、摂取し
やすく、透析導入への延長を図れるような食事療法の確立

煙食品中の栄養素が各々の健康回復に寄与できるような食事
療法の追究

大藪　加代子

煙肥満の予防と改善について、行動療法を用いた教育システ
ムの確立

煙若年層における食行動の特徴と食育の在り方についての研
究

土田　幸恵

煙メタボリックシンドロームと食事療法野秋　秀子

ライフスキルを基盤とする健康教育
煙生活習慣病予防のためのライフスキル
煙人間関係と性包括的セクシュアリティのガイドライン

守田　幸美

クロストークシステムを介する乳酸菌の摂食調節機構の解明
乳酸菌は生命維持に必要な栄養素を吸収する消化管である腸
管において重要な働きを担っており、免疫にも作用している。
そこで、乳酸菌がもつ免疫活性について研究を行い、なかで
も免疫能と摂食調節機構との関与について解明していきたい。
そしてヨーグルトや乳酸菌が神経・免疫・内分泌系クロストー
クに及ぼす作用について解明したい。

松村　羊子

研究者・研究テーマ一覧

リハビリテーション・運動科学分野リハビリテーション・運動科学分野

総合栄養科学分野総合栄養科学分野

煙高齢者を支える生活支援に関する研究
煙少子化をめぐる環境整備に関する研究

齋藤　功子

煙住宅における建築の物理的性能と空間デザインの両立のた
めの実践的研究

藤井　豊史

高齢者や障害者も含めてできるだけ多くの人々にやさしいモ
ノづくり・環境づくりのために、身体面及び心理面の配慮要
素に基づく開発手法（要素マトリックス手法）を考案し、企
業の開発現場等で活用できるようユニバーサルデザインの実
用化を進める。

中山　　順

煙室内空気環境に関する研究
煙住環境の快適性に関する研究

東　　実千代

煙絹糸と絹織物の新たな衣料分野に向けての開発研究
煙色彩の視覚的効果がヒトの生活に及ぼす影響に関する研究

佐藤　昌子

煙高齢者のサスティナブル アクティビティに関する研究
煙絹糸の光反射特性に関する研究 ―生糸への撚り掛けの影
響―

煙黒漆膜、および黒合成樹脂塗膜の質感と表面反射光特性の
関係

煙布の表面構造と視覚的質感に関する研究 ―反射特性から
の検討―

李　　 貞

空間の作り方…人の動線を如何に配置するかによって成立す
る空間、またその空間が連なり建築というモノが存在するな
らば如何に構成させていくべきなのか考察していく。

奥村　亜希

煙フランス・パリにおける都市境界域のイメージ受容に関す
る研究

煙京都におけるまちづくり史（民衆がつくりあげた都市の歴
史）

長井　典子

煙心理プログラムの実践・開発による子育て支援のフィール
ドワーク研究

煙性役割観・行動のコホート研究
煙コミュニケーションについての心理学的アプローチ研究
煙現代の家庭教育についての調査研究

粕井　みづほ

煙幼児・児童の発達研究とその教育研究
煙礼儀作法の心理と教育
煙教育の場における権力関係の研究
煙自己形成の研究
煙現象学的人間論の研究

中城　　進

煙スクールカウンセラーの役割・援助の実践的考察
煙児童虐待の背景とその援助

訓覇　秋麿

煙保育に「自然物を利用したものつくり」を取り入れるため
の指導方法に関する研究

煙家庭、保育所、幼稚園における子どもの生活状況を定期的
に調査、分析、子どもの健やかな成長のための提案

煙高齢者の転倒時、骨折予防装具の研究及び開発

村田　浩子

煙乳幼児期の子どもたちという存在は人間にとって何なのか
を哲学的に問い直す

煙幼児についての教育思想の変化について
煙義務教育が国策によって進められていったのに較べ、国レ
ベルでの施策が遅れた乳幼児教育の分野でどのように伸展
していったのか地域史を中心に探求

金子　眞知子

煙子ども・青年の社会的形成と社会教育
煙学校と社会教育の関係構造の歴史社会学的研究
煙英国成人教育における大学とコミュニティ教育
煙生涯学習における人権教育の課題

上杉　孝實

煙生涯学習情報についての研究
煙教員養成教育の問題については、教わる立場から教える立
場への早期の意識変革をもたらす大学教育の追究

煙教育理解の教育については、４年間の在学期間全体の教育
の各時点での到達目標の分析と科目間連携の可能性につい
ての実践的研究と、実習やインターンシップで遭遇する「わ
からなさ」「わかりかた」の教育システムへのフィードバッ
クの検討

柳父　立一

小児の生活習慣（心の教育、身体的運動、食生活）のバラン
スについて、日常生活に与える影響。
煙今、子育てに大切なこと　（健康・食育から）
煙基本的生活・子供に与える影響
煙心を育てる保育

澤井　三代

煙現代の家族病理現象についての研究北條　正治

煙ライブ授業遠隔配信システムの構築と教授法
煙現代的諸課題における情報メディアの活用と可能性
煙地域における情報ネットワーク化とデジタルデバイド
煙大学改革の方向性および教育力向上について

渡辺　幸重

煙看護や医療分野で活用できる統計ソフトの開発と、統計手
法を分かりやすく解説したマニュアルを装備した教育用統
計ソフトの開発

煙理数系離れを防ぐためのユニークなテキスト・教材の開発
（中学・高校向け）
煙プログラミング技能を駆使してさまざまな分野で利用でき
るソフトウェアの開発（中学・高校向け）

福森　　貢

煙ブロードバンド時代における情報処理教育の方向性に関す
る研究

煙グラフィカル・ユーザー・インターフェース構築ツールの
研究

福島　賢三

記憶の体制化構造とその機能：様々な情報の記銘である符号
化や記憶された知識からの想起である検索における体制化の
構造化と機能に関する研究。

桐村　雅彦

煙経験から記号あるいはシンボルへの写像形式について
煙理想の環境に関する投影法による調査
煙色の名前に関する調査
煙他，学生との共同制作による表現システムの開発に関する
萌芽的研究

金敷　大之

共通の保育理念をもつ親が協同組合を作り、幼稚園教諭及び
保育士を雇って運営するというスウェーデンの「親協同組合
幼稚園」の制度及びその法人形態についての研究

大城　愛子

煙社会教育行政における官民連携
煙学校および地域における社会教育資源の有効活用
煙公民館などの社会教育施設におけるサービス提供方策

宮村　裕子

煙道徳授業の工夫、改善
煙諸外国の道徳教育と我が国の道徳教育の比較研究

島　　恒生

煙生活科・総合的な学習の時間に求められている人間力の視
点からの生きる力の育成に深くかかわる教育活動を展開で
きる教師の授業力についての研究

煙授業力の向上にあたって教育の精神を明確にし、授業の具
体的な形を描き出す実践として「活動・体験の連続発展を
図る生活科学習指導」学習教材の開発研究

廣瀬　よし子

煙『源氏物語』 本文の研究入江　國子

煙異文化の他者との交流活動における実践研究
煙学校音楽教育におけるカリキュラムの内容や評価方法につ
いての調査研究

坂本　暁美

子どもの造形表現の発達段階にかかわる先行研究の成果に、
現在の子どもの造形表現を照らし合わせることと、子どもが
造形活動の楽しさを感じる活動の特徴を集約することで、現
在の子どもの状況を把握し、それに応じることができる題材
とカリキュラムの開発を行う。

西尾　正寛

煙老年期への過渡期にある成人の発達
煙自分を語ることの意味（ナラティブ）

伊藤　明子

２０世紀のアメリカ小説について、映画や音楽などの文化的背
景、社会背景を視野に入れた研究。取り上げる作家は、ジョン・
バースやＨ. Ｐ. ラヴクラフトなど。

竹下　幸男

煙石材や粘土（テラコッタ）による造形表現
煙公共空間における造形表現（デザイン）に関する研究
煙造形表現の基礎に関する研究

井上　龍彦

煙中央卸売市場創設により生じた、地場流通機構の再編と地
場産地の変化との関連

煙市場外流通の変遷と地場産地の取り組み

冬木　啓子

人間環境科学分野人間環境科学分野

発達科学分野発達科学分野

その他の分野その他の分野



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●呼吸・循環器系

非観血末梢血行動態計測システム ●１ 
（ストレンゲージプレスチモグラフ）

血流量測定機器 ●１ 
（レーザードップラー血流計）

呼気ガス分析装置 ●１ 
（テレメータタイプ）

トレッドミル
（メータマックス連動型）

エルゴメータ
（メータマックス連動型）

●循環器系

高濃度炭酸泉浴装置 ●２ 

血流量測定機器 ●２ 
（レーザー微小循環血流計）

血圧脈波検査装置 ●３ 
（足趾血圧測定可）

運動負荷血圧監視装置 ●４ 
（自動血圧計）

●呼吸系

パルスオキシメータ　各種 ●５ 

スパイロメータ　各種 ●６ 

呼吸筋力計 ●７ 

呼気代謝測定装置 ●８ 
（有線方式、心電図同期可）

トレッドミル

エルゴメータ

Ｈｏｋａｎｓｏｎ社
ＥＣ６

オメガウェーブ
ＢＯＭ－Ｍ１ＴＲＷ

Ｃｏｒｔｅｘ社
メータマックス３Ｂ

Ｌｏｄｅ社
Ｖａｌｉａｎｔ　スポーツ用

Ｌｏｄｅ社
コリバル１０００ＳＳＰ

三菱レイヨンエンジニアリング
カーボメディカ

Ｖａｓａｍｅｄ社
ＢＰＭ２

フクダ電子
ＶＳ－１０００

日本光電
Ｔａｎｇｏ ×２

コニカミノルタ
ＰＵＬＳＯＸ
日本光電
ＯＬＶ－２１００

チェスト
ＨＩ８０１
ＨＩ７０１
フクダ電子
ＳＰ－３０１

チェスト
ＫＨ１０１

日本光電
ＶｍａｘＳ－２９Ｓ

日本光電
ＳＴＭ－１２５０

日本光電
ＳＴＢ－２４００

 保有実験機器・設備（主なもの）

●１ 

●２ 

●３ 

●４ 

●５ 

●６ ●７ 

●８ 

●５ 

●６ 

●６ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＥＬＫ社
ＣＭ－１００

日本光電
ＩＮＦ－２１０

日立メディコテクノロジー
ＣＢＳＴＡＲ　ＭＣＴ－１００ＣＢ

日本光電
ＬＥＧ－１０００×２

日本光電
ＷＥＢ－５５００×２

フクダ電子
ＤＳ－７６４０

マイクロミニＲＣアクティグラフ×
４

スズケン
ライフコーダ×２０

島津製作所
ＯＭＭ－３０００／１６×２

Ｂｉｏｄｅｘ社
ＢＤＸ－ＵＷＳＺ

Ｂｉｏｄｅｘ社
ＢＤＸＵ－ＳＨ

ＯＧ技研
ＵＡ－６１

ＯＧ技研
Ｈｙｄｒｏｔｒｕｃｋ

●各種測定

超音波骨密度計測装置 ●９ 
（簡易骨密度計測）

熱画像計測装置 ●１０ 
（サーモグラフィー）

ＣＴ装置 ●１１ 
（マイクロフォーカスＸ線コーンビームＣＴ装置）

生理機能データ収集解析装置 ●１２ 

ポリグラフ

マルチテレメータ
（テレメータタイプ）

医用テレメータ

●継続的データ収集

活動量測定機器 ●１３ 
（アクティグラフ）

生活習慣記録器 ●１４ 

●脳機能測定

近赤外線イメージング装置 ●１５ 
（ｆＮＩＲＳ－ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ ｎｅａｒ－ｉｎｆｒａｒｅｄｓｐｅｃｔｒｏｓｃｏｐｙ）

●運動機能

体重免荷型歩行訓練システム ●１６ 

可動式免荷装置

エアーベスト式セーフティハーネス

簡易トレッドミル

水中歩行訓練システム

水中トレッドミル ●１７ 

動物の骨構造を中心に、画像を撮影・処理が可能。

脳の活動を様々な状況下で測定。測定ｃｈ数１００ｃｈ以上で全頭
測定、２台セパレートして２名の被験者に同時測定が可能。

●９ ●１０ 

●１１ 

●１２ 

●１３ 

●１４ 

●１５ 

●１６ 

●１７ 

●１２ 



 保有実験機器・設備（主なもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＥＬＫ社
Ｇ－９００

ＴＥＴＲＡＸ

アニマ
Ｇ６１００Ｍ

アニマ

ナック
ＥＭＲ－８

島津製作所
ＳＡＬＤ－２２００

島津製作所
ＤＳＣ－６０

ユービーエム
Ｒｈｅｏｓｏｌ－Ｇ３０００ＮＴＤ

島津製作所
ＬＣ

島津製作所
ＧＣ－２０１０

島津製作所
ＵＶ－２４５０

ＹＡＭＡＤＥＮ社
ＲＥ２－３３００ＳＳ

島津製作所
ＵＨ－１０００ＫＮｌ

振動刺激トレーニング装置 ●１８ 

転倒リスク総合評価システム ●１９ 
（携行タイプ）

重心動揺分析装置
（可搬型）

３次元動作解析システム ●２０ 
（可搬型）

眼球運動測定装置
（アイマークレコーダ）

●分析機器

食品素材加工機能性評価システム ●２１ 

粒度分布測定装置
（噴射式乾式ユニット含）

示差走査熱量計

動的粘弾性測定装置

高速液体クロマトグラフ装置 ●２２ 

ガスクロマトグラフ装置 ●２３ 

分光光度計

レオメータ ●２４ 

●材料試験

万能試験機 ●２５ 

健康科学研究所では上記以外にも多様な計測分析機器を用意しています。
企業、研究所等の方が利用することも可能です。くわしいことは畿央大
学企画部（ ℡ ０７４５‐５４‐１６０３ ｋｉｋａｋｕ＠ｋｉｏ.ａｃ.ｊｐ）にお尋ねください。

●２４ 

●１８ ●１９ 

●２０ 

●２１ 

●２２ 

●２３ 

●２５ 

健康科学研究所へのアプローチ
広く健康に関わる研究活動で社会に貢献するために健康科学研究所は生まれました。みなさまのニーズや条件によって、
さまざまな方法で本学のスタッフ、施設・設備をご利用ください。

共同研究

共同研究とは、畿央大学が企業・学外機関から研究者
や研究経費を受け入れて、本学の研究スタッフとの連
携によって、共通のテーマについて共同で研究をおこ
なうものです。研究期間中は本学の実験機器・装置を
ご利用いただくことができます。また工業所有権等の
帰属については、契約時にご相談の上取り決めさせて
頂きます。

受託研究

畿央大学に所属する専任教員が、民間企業や国の機関
または地方公共団体等の機関から委託を受けて、依頼
される研究テーマについて研究に取り組み、その研究
成果を委託者に報告し、これに要する経費を委託者に
負担していただく制度です。受託研究の内容、経費に
ついてはご相談の上、決定します。

受託研究員・受託研修員

企業や病院等事業所からの委託により、企業や病院等
事業所に所属する方が畿央大学の研究スタッフの指導
のもとで、畿央大学の受託研究員・受託研修員として
特定の事項について研究・研修をする制度です。　研
究・研修期間は本学の実験機器・装置をご利用頂くこ
とができます。

奨学寄付金

学術研究の奨励を目的とする寄付金として、奨学寄付
金を受け付けています。寄付金は実験装置などの更新・
充実など大学における教育・研究に活用し、その成果
を社会に還元いたします。

機器・設備の利用

本学の機器、設備を企業や病院等事業所の方に有料で
利用頂くことができます。条件・費用等についてはお
問い合わせください。

技術相談

企業や病院等事業体の皆さんからの技術等に関するご
相談に本学の様々な分野の研究者を紹介します。本学
には、健康と教育を専門分野とする教員が在職してお
り、日々研究に取り組んでいます。経費は基本的には
無料です。技術相談が共同研究等に発展していくこと
を期待しています。

公開講座・セミナーの開催、講師派遣

健康科学研究所では健康に関わる最新の情報を提供す
るために、公開講座やセミナーを企画・実施します。
企業や病院等事業所での講座や研修会への講師派遣も
行います。

  ●お問い合わせ・ご要望は  畿央大学企画部  志 ０７４５‐５４‐１６０３ 思 ０７４５‐５４‐１６００  ｋｉｋａｋｕ＠ｋｉｏ .ａｃ .ｊｐ

共同研究

受託研究

奨学寄付

機器・設備利用

技術相談

研究所研究所
行 政

企 業

病 院

行 政

企 業

病 院

他 大 学

他研究所

他 大 学

他研究所

▲
▲

共同研究

機器・設備利用

▲
▲
▲
▲
▲




